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第1章

1 クセルクセスの時代、クセルクセスが、インドからクシュまで百二十七州を治めていた時のこ

とである。

2 クセルクセス王がスサの城で、王座に着いていたころ、

3 その治世の第三年に、彼はすべての首長と家臣たちのために宴会を催した。それにはペルシア

とメディアの有力者、貴族たち、および諸州の首長たちが出席した。

4 王は彼の王国の栄光の富と大いなる栄誉を幾日も示して、百八十日に及んだ。

5 この期間が終わると、王は、スサの城にいた身分の高い者から低い者に至るまでのすべての民

のために、七日間、王宮の園の庭で宴会を催した。

6 白綿布や青色の布が、白や紫色の細ひもで大理石の柱の銀の輪に結び付けられ、金と銀ででき

た長椅子が、緑色石、白大理石、真珠貝や黒大理石のモザイクの床の上に置かれていた。

7 金の杯で酒がふるまわれたが、その杯は一つ一つ種類が違っていた。王室のぶどう酒は、王に

ふさわしく豊かにあった。

8 しかし飲酒は、「強要しないこと」という法に従っていた。だれでもそれぞれ自分の思いのま

まにさせるようにと、王が宮廷のすべての長に命じていたからである。

9 王妃ワシュティも、クセルクセス王の王宮で婦人たちのために宴会を催した。

10 七日目に、クセルクセス王はぶどう酒で心が陽気になり、王に仕える七人の宦官メフマン、ビ

ゼタ、ハルボナ、ビグタ、アバグタ、ゼタル、カルカスに命じ、

11 王妃ワシュティに王冠をかぶらせて、王の前に連れて来るようにと言った。彼女の容姿がすば

らしかったので、その美しさを民と首長たちに見せるためであった。

12 しかし、王妃ワシュティは宦官から伝えられた王の命令を拒み、来ようとはしなかった。その

ため王は激しく怒り、その憤りは彼のうちで燃え立った。

13 そこで王は時を熟知している、知恵のある者たちに言った──このように、法令と裁判に詳しい

すべての者に諮るのが、王の慣わしであった。

14 王の側近はペルシアとメディアの七人の首長たち、カルシェナ、シェタル、アデマタ、タルシ

シュ、メレス、マルセナ、メムカンで、彼らは王の面前に控えながら、王国の最高の地位に就

いていた──

15 「王妃ワシュティは、宦官によって伝えられたクセルクセス王の命令に従わなかった。法令に

したがって、彼女をどう処分すべきか。」

16 メムカンは王と首長たちの前で答えた。「王妃ワシュティは王一人だけではなく、クセルクセ

ス王のすべての州の全首長と全住民にも悪いことをしました。

17 王妃のことが女たちみなに知れ渡り、『クセルクセス王が王妃ワシュティに、王の前に来るよ

うに命じたのに、来なかった』と言って、女たちは自分の夫を軽く見るようになるでしょう。

18 今日にでも、王妃のことを聞いたペルシアとメディアの首長の夫人たちは、王のすべての首長

たちにこのことを言って、並々ならぬ軽蔑と怒りが起こることでしょう。

19 もし王がおよろしければ、ワシュティはクセルクセス王の前に出てはならない、という勅令を

ご自分でお出しになり、ペルシアとメディアの法令の中に書き入れて、変更することのないよ

うにされてはいかがでしょうか。王妃の位は、彼女よりももっとすぐれた者にお授けくださ

い。



20 王が出される詔勅がこの大きな王国の隅々まで告げ知らされれば、女たちは、身分の高い者か

ら低い者に至るまでみな、自分の夫を敬うようになるでしょう。」

21 この進言は王と首長たちの心にかなったので、王はメムカンの言ったとおりにした。

22 王は、王のすべての州に書簡を送った。各州にはその文字で、各民族にはその言語で書簡を送

り、男子はみな一家の主人となること、また自分の民族の言語で話すことを命じた。

第2章

1 これらの出来事の後、クセルクセス王の憤りが収まると、王はワシュティのこと、彼女のした

こと、彼女について決められたことを思い出した。

2 王に仕える侍従たちは言った。「王のために容姿の美しい未婚の娘たちを探しましょう。

3 王は王国のすべての州に役人を任命し、容姿の美しい未婚の娘たちをみな、スサの城の後宮に

集めて、女たちの監督官である王の宦官ヘガイの管理のもとに置き、化粧品を彼女たちに与え

るようにしてください。

4 そして、王のお心にかなう娘を、ワシュティの代わりに王妃としてください。」このことは王

の心にかなったので、彼はそのようにした。

5 スサの城に一人のユダヤ人がいて、その名をモルデカイといった。この人はヤイルの子で、ヤ

イルはシムイの子、シムイはベニヤミン人キシュの子であった。

6 このキシュは、ユダの王エコンヤと一緒に捕らえ移された捕囚の民とともに、エルサレムから

捕らえ移された者であった。エコンヤはバビロンの王ネブカドネツァルが捕らえ移したのであ

った。

7 モルデカイはおじの娘ハダサ、すなわちエステルを養育していた。彼女には父も母もいなかっ

たからである。この娘は姿も美しく、顔だちも良かった。モルデカイは、彼女の父と母が死ん

だとき、彼女を引き取って自分の娘としていた。

8 王の命令、すなわちその法令が伝えられて、多くの娘たちがスサの城に集められ、ヘガイの管

理のもとに置かれたとき、エステルも王宮に連れて行かれて、女たちの監督官ヘガイの管理の

もとに置かれた。

9 この娘はヘガイの目にかない、彼の好意を得た。彼は急いで化粧品とごちそうを彼女に与え、

また王宮から選ばれた七人の侍女を彼女に付けた。また、ヘガイは彼女とその侍女たちを、後

宮の最も良いところに移した。

10 エステルは自分の民族も、自分の生まれも明かさなかった。モルデカイが、明かしてはいけな

いと彼女に命じておいたからである。

11 モルデカイは毎日、後宮の庭の前を行き来し、エステルの安否と、彼女がどうされるかを知ろ

うとしていた。

12 娘たちは、女たちの規則にしたがって、十二か月の期間が終わった後、一人ずつ順番にクセル

クセス王のところに入って行くことになっていた。準備の期間は、六か月は没薬の香油を、次

の六か月は香料と女たちのための化粧品を用いて化粧することで、完了するのであった。

13 このようにして、娘が王のところに入って行くとき、その娘の願うものはみな与えられ、それ

を携えて後宮から王宮に行くことができた。

14 娘は夕方入って行き、朝になると第二の後宮に帰ることになっていた。そこは、側女たちの監

督官である、王の宦官シャアシュガズの管理のもとにあった。そこの女は、王が気に入って指



名されるのでなければ、二度と王のところには行けなかった。

15 さて、モルデカイが引き取って自分の娘とした、彼のおじアビハイルの娘エステルが、王のと

ころに入って行く順番が来たとき、彼女は女たちの監督官である、王の宦官ヘガイの勧めたも

ののほかは、何一つ求めなかった。こうしてエステルは、彼女を見るすべての者から好意を受

けていた。

16 エステルが王宮のクセルクセス王のもとに召し入れられたのは、王の治世の第七年の第十の

月、すなわちテベテの月であった。

17 王はほかのどの女よりもエステルを愛した。このため、彼女はどの娘たちよりも王の好意と寵

愛を受けた。王は王冠を彼女の頭に置き、ワシュティの代わりに彼女を王妃とした。

18 それから、王はすべての首長と家臣たちのために大宴会、すなわちエステルの宴会を催した。

諸州には免税を布告し、王にふさわしい贈り物を配った。

19 娘たちが二度目に集められたとき、モルデカイは王の門のところに座っていた。

20 エステルは、モルデカイが彼女に命じていたように、自分の生まれも自分の民族も明かしてい

なかった。エステルはモルデカイに養育されていたときと同じように、彼の命令に従ってい

た。

21 そのころ、モルデカイが王の門のところに座っていると、入り口を守っていた王の二人の宦官

ビグタンとテレシュが怒って、クセルクセス王を手にかけようとしていた。

22 このことがモルデカイの知るところとなり、彼はこれを王妃エステルに知らせた。エステルは

これをモルデカイの名で王に告げた。

23 このことが追及され、その事実が明らかになったので、彼ら二人は木にかけられた。このこと

は王の前で年代記に記録された。

第3章

1 これらの出来事の後、クセルクセス王はアガグ人ハメダタの子ハマンを重んじ、彼を昇進させ

て、その席を彼とともにいる首長たちのだれよりも上に置いた。

2 それで、王の門のところにいる王の家来たちはみな、ハマンに対して膝をかがめてひれ伏し

た。王が彼についてこのように命じたからである。しかし、モルデカイは膝もかがめず、ひれ

伏そうともしなかった。

3 王の門のところにいる王の家来たちは、モルデカイに「あなたはなぜ、王の命令に背くのか」

と言った。

4 彼らは毎日そう言ったが、モルデカイは耳を貸そうとしなかった。それで、モルデカイのして

いることが続けられてよいものかどうかを確かめようと、これをハマンに告げた。モルデカイ

が、自分がユダヤ人であることを彼らに打ち明けていたからである。

5 ハマンはモルデカイが自分に対して膝もかがめず、ひれ伏そうともしないのを見て、憤りに満

たされた。

6 しかし、ハマンはモルデカイ一人を手にかけるだけでは満足しなかった。モルデカイの民族の

ことが、ハマンに知らされていたのである。それでハマンは、クセルクセスの王国中のすべて

のユダヤ人、すなわちモルデカイの民族を根絶やしにしようとした。

7 クセルクセス王の第十二年の第一の月、すなわちニサンの月に、日と月を決めるためにハマン

の前で、プル、すなわちくじが投げられた。くじは第十二の月、すなわちアダルの月に当たっ



た。

8 ハマンはクセルクセス王に言った。「王国のすべての州にいる諸民族の間に、散らされて離れ

離れになっている一つの民族があります。彼らの法令はどの民族のものとも違っていて、王の

法令を守っていません。彼らをそのままにさせておくことは、王のためになりません。

9 王様。もしよろしければ、彼らを滅ぼすようにと書いてください。私はその仕事をする者たち

に銀一万タラントを量って渡します。そうして、それを王の宝物庫に納めさせましょう。」

10 王は自分の手から指輪を外して、アガグ人ハメダタの子で、ユダヤ人の敵であるハマンにそれ

を渡した。

11 王はハマンに言った。「その銀はおまえに与えられるようにしよう。また、その民族もその銀

でおまえの好きなようにするがよい。」

12 そこで、第一の月の十三日に、王の書記官たちが召集され、ハマンが、王の太守、各州を治め

ている総督、各民族の首長たちに命じたことがすべて、各州にその文字で、各民族にはその言

語で記された。それは、クセルクセスの名で書かれ、王の指輪で印が押された。

13 書簡は急使によって王のすべての州へ送られた。それには、第十二の月、すなわちアダルの月

の十三日の一日のうちに、若い者も年寄りも、子どもも女も、すべてのユダヤ人を根絶やしに

し、殺害し、滅ぼし、彼らの家財をかすめ奪えとあった。

14 各州に法令として発布される文書の写しが、この日の準備のために、すべての民族に公示され

た。

15 急使は王の命令によって急いで出て行った。この法令はスサの城でも発布された。このとき、

王とハマンは酒を酌み交わしていたが、スサの都は混乱に陥った。

第4章

1 モルデカイは、なされたすべてのことを知った。モルデカイは衣を引き裂き、粗布をまとい、

灰をかぶり、大声で激しくわめき叫びながら都の真ん中に出て行った。

2 そして王の門の前のところまで来た。王の門の中には、粗布をまとったままでは入ることがで

きなかったのである。

3 王の命令とその法令が届いたどの州においても、ユダヤ人の間には大きな悲しみがあり、断食

と泣き声と嘆きが起こり、多くの人たちは粗布をまとって灰の上に座った。

4 エステルの侍女たちとその宦官たちが入って来て、彼女にこのことを告げたので、王妃は非常

に痛み苦しんだ。彼女はモルデカイに衣服を送り、それを着せて、粗布を脱がせようとした

が、彼はそれを受け取らなかった。

5 エステルは、王の宦官の一人で、王が彼女に仕えさせるために任命していたハタクを呼び寄

せ、モルデカイのところへ行って、これはどういうわけか、また何のためかと聞いて来るよう

に命じた。

6 ハタクは王の門の前の、町の広場にいるモルデカイのところに出て行った。

7 モルデカイは自分の身に起こったことをすべて彼に告げ、ハマンがユダヤ人を滅ぼすために王

の宝物庫に納めると約束した、正確な金額も告げた。

8 また、ユダヤ人を根絶やしにするためにスサで発布された法令の文書の写しを彼に渡した。そ

れは、エステルに見せて事情を知らせ、そして彼女が王のところに行って、自分の民族のため

に王からのあわれみを乞い求めるように、彼女に命じるためであった。



9 ハタクは帰って来て、モルデカイの伝言をエステルに告げた。

10 エステルはハタクに命じて、モルデカイにこう伝えた。

11 「王の家臣たちも王の諸州の民も、だれでも知っているように、召されないのに奥の中庭に入

って王のところに行く者は、男でも女でも死刑に処せられるという法令があります。ただし、

王がその人に金の笏を差し伸ばせば、その人は生きながらえます。私はこの三十日間、まだ王

のところへ行くようにと召されていません。」

12 彼がエステルのことばをモルデカイに告げると、

13 モルデカイはエステルに返事を送って言った。「あなたは、すべてのユダヤ人から離れて王宮

にいるので助かるだろう、と考えてはいけない。

14 もし、あなたがこのようなときに沈黙を守るなら、別のところから助けと救いがユダヤ人のた

めに起こるだろう。しかし、あなたも、あなたの父の家も滅びるだろう。あなたがこの王国に

来たのは、もしかすると、このような時のためかもしれない。」

15 エステルはモルデカイに返事を送って言った。

16 「行って、スサにいるユダヤ人をみな集め、私のために断食してください。三日三晩、食べた

り飲んだりしないようにしてください。私も私の侍女たちも、同じように断食します。そのよ

うにしたうえで、法令に背くことですが、私は王のところへ参ります。私は、死ななければな

らないのでしたら死にます。」

17 モルデカイは出て行って、エステルが彼に頼んだとおりにした。

第5章

1 三日目になり、エステルは王妃の衣装を着て、王室の正面にある王宮の奥の中庭に立った。王

は王室の入り口の正面にある王宮の玉座に座っていた。

2 王が、中庭に立っている王妃エステルを見たとき、彼女は王の好意を得た。王は手にしている

金の笏をエステルに差し伸ばした。エステルは近寄って、その笏の先に触れた。

3 王は彼女に言った。「どうしたのだ。王妃エステル。何を望んでいるのか。王国の半分でも、

あなたにやれるのだが。」

4 エステルは答えた。「もしも王様がよろしければ、今日、私が王様のために設ける宴会にハマ

ンとご一緒にお越しください。」

5 すると王は「ハマンを急いで来させて、エステルの言ったようにしよう」と言った。王とハマ

ンはエステルが設けた宴会にやって来た。

6 その酒宴の席上、王はエステルに尋ねた。「あなたは何を願っているのか。それを授けてやろ

う。何を望んでいるのか。王国の半分でも、それをかなえてやろう。」

7 エステルは答えて言った。「私が願い、望んでいることは、

8 もしも私が王様のご好意を受けることができ、また王様がよろしくて、私の願いをゆるし、私

の望みをかなえていただけますなら、私が設ける宴会に、もう一度ハマンとご一緒にお越しく

ださい。そうすれば、明日、私は王様のおっしゃったとおりにいたします。」

9 ハマンはその日、喜び上機嫌で去って行った。ところが、ハマンは、王の門のところにいるモ

ルデカイが立ち上がろうともせず、身動きもしないのを見て、モルデカイに対する憤りに満た

された。

10 しかし、ハマンは我慢して家に帰り、人を送って、友人たちと妻ゼレシュを連れて来させた。



11 ハマンは自分の輝かしい富について、また子どもが大勢いることや、王が自分を重んじ、王の

首長や家臣たちの上に自分を昇進させてくれたことなどを、すべて彼らに話した。

12 ハマンは言った。「しかも王妃エステルは、王妃が設けた宴会に、私のほかはだれも王と一緒

に来させなかった。明日も私は、王と一緒に王妃に招かれている。

13 しかし、私が、王の門のところに座っているあのユダヤ人モルデカイを見なければならない間

は、これら一切のことも私には何の役にも立たない。」

14 すると、彼の妻ゼレシュと彼の友人たちはみな彼に言った。「高さ五十キュビトの柱を立てさ

せて、明日の朝、王に話して、モルデカイをそれにかけるようにしなさい。それから、王と一

緒に、喜んでその宴会にお出かけなさい。」ハマンはこの進言が気に入ったので、その柱を立

てさせた。

第6章

1 その夜、王は眠れなかったので、記録の書、年代記を持って来るように命じた。そしてそれは

王の前で読まれた。

2 その中に、入り口を守っていた王の二人の宦官ビグタナとテレシュが、クセルクセス王を殺そ

うとしていることをモルデカイが報告した、と書かれているのを見つけた。

3 そこで王は尋ねた。「このことで、栄誉とか昇進とか、何かモルデカイに与えたか。」王に仕

える侍従たちは答えた。「彼には何もしていません。」

4 王は言った。「庭にだれがいるのか。」ちょうどハマンが、モルデカイのために準備した柱に

彼をかけることを王に上奏しようと、王宮の外庭に入って来たところであった。

5 王に仕える侍従たちは王に言った。「庭のあそこにハマンがいます。」王は言った。「ここに

通せ。」

6 ハマンが入って来ると、王は彼に言った。「王が栄誉を与えたいと思う者には、どうしたらよ

かろう。」ハマンは心のうちで思った。「王が栄誉を与えたいと思う者とは、私以外にだれが

いるだろう。」

7 そこでハマンは王に言った。「王が栄誉を与えたいと思われる人のためには、

8 王が着ておられた王服を持って来て、また、王の乗られた馬を、その頭に王冠をつけて引いて

来るようにしてください。

9 その王服と馬を、貴族である王の首長の一人の手に渡し、王が栄誉を与えたいと思われる人に

王服を着せ、その人を馬に乗せて都の広場に導き、その前で『王が栄誉を与えたいと思われる

人はこのとおりである』と、ふれまわらせてください。」

10 すると、王はハマンに言った。「あなたが言ったとおりに、すぐ王服と馬を取って来て、王の

門のところに座っているユダヤ人モルデカイにそのようにしなさい。あなたの言ったことを一

つも怠ってはならない。」

11 ハマンは王服と馬を取って来て、モルデカイに着せ、彼を馬に乗せて都の広場に導き、その前

で「王が栄誉を与えたいと思われる人はこのとおりである」と叫んだ。

12 それからモルデカイは王の門に戻ったが、ハマンは嘆き悲しんで頭をおおい、急いで家に帰っ

た。

13 ハマンは自分の身に起こったことの一部始終を、妻ゼレシュと彼のすべての友人たちに話し

た。すると、知恵のある者たちと妻ゼレシュは彼に言った。「あなたはモルデカイに敗れかけ



ていますが、このモルデカイがユダヤ民族の一人であるなら、あなたはもう彼に勝つことはで

きません。必ずやあなたは敗れるでしょう。」

14 彼らがまだハマンと話しているうちに、王の宦官たちがやって来て、ハマンを急がせて、エス

テルの設けた宴会に連れて行った。

第7章

1 王とハマンは王妃エステルの宴会にやって来た。

2 この酒宴の二日目にも、王はエステルに尋ねた。「あなたは何を願っているのか。王妃エステ

ル。それを授けてやろう。何を望んでいるのか。王国の半分でも、それをかなえてやろう。」

3 王妃エステルは答えた。「王様。もしも私があなた様のご好意を受けることができ、また王様

がよろしければ、私の願いを聞き入れて、私にいのちを与え、私の望みを聞き入れて、私の民

族にもいのちを与えてください。

4 私も私の民族も、売られて、根絶やしにされ、虐殺され、滅ぼされようとしています。私たち

が男女の奴隷として売られるだけなら、私は黙っていたことでしょうが、そうはいきません。

その迫害する者は、王のお受けになる損失を償うことはできないのですから。」

5 クセルクセス王は王妃エステルに言った。「そんなことをしようと心に企んでいる者は、いっ

たいだれか。どこにいるのか。」

6 エステルは言った。「迫害する者、敵とは、この悪人ハマンです。」ハマンは王と王妃の前で

震え上がった。

7 王は憤って酒宴の席を立ち、宮殿の園に出て行った。ハマンは王妃エステルにいのち乞いをし

ようとしてとどまった。王が彼にわざわいを下す決心をしたことが分かったからである。

8 王が宮殿の園から酒宴の広間に戻って来ると、エステルのいた長椅子の上にハマンがひれ伏し

ていたので、王は言った。「私の前で、この家の中で王妃までも辱めようとするのか。」この

ことばが王の口から出るやいなや、ハマンの顔は青ざめた。

9 そのとき、王の前にいた宦官の一人ハルボナが言った。「ちょうど、王に良い知らせを告げた

モルデカイのためにハマンが用意した、高さ五十キュビトの柱がハマンの家に立っていま

す。」すると王は命じた。「彼をそれにかけよ。」

10 こうしてハマンは、モルデカイのために準備しておいた柱にかけられた。それで王の憤りは収

まった。

第8章

1 その日、クセルクセス王は王妃エステルに、ユダヤ人を迫害する者ハマンの家を与えた。モル

デカイは王の前に来た。エステルが自分と彼との関係を明かしたからである。

2 王はハマンから取り返した自分の指輪を外して、それをモルデカイに与え、エステルはモルデ

カイにハマンの家の管理を任せた。

3 エステルは再び王に告げて、その足もとにひれ伏し、アガグ人ハマンがユダヤ人に対して企ん

だ、わざわいとその計略を取り除いていただきたいと、泣きながら嘆願した。

4 王がエステルに金の笏を差し伸ばしたので、エステルは身を起こし、王の前に立って、



5 言った。「もしも王様がよろしければ、また私が王様のご好意を受けることができ、このこと

を王様がもっともだとお思いになり、私のことがお気に召すなら、アガグ人ハメダタの子ハマ

ンが、王のすべての州にいるユダヤ人を滅ぼしてしまえと書いた、あのたくらみの書簡を取り

消すように、詔書を出してください。

6 どうして私は、自分の民族に降りかかるわざわいを見て我慢していられるでしょう。また、ど

うして、私の同族が滅びるのを見て我慢していられるでしょう。」

7 クセルクセス王は、王妃エステルとユダヤ人モルデカイに言った。「見よ。ハマンの家を私は

エステルに与え、彼は柱にかけられた。ハマンがユダヤ人たちに手を下そうとしたからであ

る。

8 あなたがたは、ユダヤ人についてあなたがたのよいと思うように王の名で書き、王の指輪でそ

れに印を押しなさい。王の名で書かれ、王の指輪で印が押された文書は、だれも取り消すこと

ができない。」

9 そのとき、王の書記官たちが召集された。それは第三の月、すなわちシワンの月の二十三日で

あった。そして、すべてモルデカイが命じたとおりに、ユダヤ人と、太守、総督たち、および

インドからクシュまで百二十七州の首長たちに、詔書が書き送られた。各州にその文字で、各

民族にはその言語で、ユダヤ人にはその文字と言語で書き送られた。

10 モルデカイはクセルクセス王の名で書き、王の指輪でそれに印を押し、その書簡を、御用馬の

早馬に乗る急使に託して送った。

11 その中で王は、どの町にいるユダヤ人たちにも、自分のいのちを守るために集まって、自分た

ちを襲う民や州の軍隊を、子どもも女たちも含めて残らず根絶やしにし、虐殺し、滅ぼし、彼

らの家財をかすめ奪うことを許した。

12 このことは、クセルクセス王のすべての州において、第十二の月、すなわちアダルの月の十三

日に、一日のうちに行うようにということであった。

13 各州に法令として発布される、この文書の写しが、すべての民族に公示された。それは、ユダ

ヤ人が自分たちの敵に復讐するこの日に備えるためであった。

14 御用馬の早馬に乗った急使は、王の命令によってせき立てられて、急いで出て行った。この法

令はスサの城で発布された。

15 モルデカイは青色と白色の王服を着て、大きな金の冠をかぶり、白亜麻布と紫色のマントをま

とって、王の前から出て来た。すると、スサの都は喜びの声にあふれた。

16 ユダヤ人にとって、それは光と喜び、歓喜と栄誉であった。

17 王の命令と法令が届いたところは、どの州、どの町でも、ユダヤ人は喜び楽しみ、祝宴を張っ

て、祝日とした。この地の諸民族の中で大勢の者が、自分はユダヤ人であると宣言した。それ

はユダヤ人への恐れが彼らに下ったからである。

第9章

1 第十二の月、すなわちアダルの月の十三日、この日に王の命令と法令が実施された。ユダヤ人

の敵がユダヤ人を征服しようと望んでいたまさにその日に、逆に、ユダヤ人のほうが自分たち

を憎む者たちを征服することとなった。

2 ユダヤ人たちは、自分たちに害を加えようとする者たちを手にかけようと、クセルクセス王の

すべての州にある自分たちの町々で集まったが、だれもユダヤ人に抵抗する者はいなかった。



彼らへの恐れが、すべての民族に下ったからである。

3 諸州の首長、太守、総督、王の役人もみなユダヤ人たちを支援した。モルデカイへの恐れが彼

らに下ったからである。

4 実際、モルデカイは王宮で勢力があり、その名声はすべての州に広がっていた。実に、この人

物モルデカイは、ますます勢力を伸ばしたのであった。

5 ユダヤ人たちは彼らの敵をみな剣で打ち殺し、虐殺して滅ぼし、自分たちを憎む者を思いのま

まに処分した。

6 ユダヤ人はスサの城でも五百人を殺して滅ぼし、

7 また、パルシャンダタ、ダルフォン、アスパタ、

8 ポラタ、アダルヤ、アリダタ、

9 パルマシュタ、アリサイ、アリダイ、ワイザタを、

10 すなわち、ハメダタの子でユダヤ人を迫害する者ハマンの子、十人を虐殺した。しかし、略奪

品には手を出さなかった。

11 その日、スサの城で殺された者の数が王に報告されると、

12 王は王妃エステルに言った。「ユダヤ人はスサの城で、五百人とハマンの息子十人を殺して滅

ぼした。王のほかの諸州では、彼らはどうしたであろう。ところで、あなたは何を願っている

のか。それを授けてやろう。あなたのさらなる望みは何か。それをかなえてやろう。」

13 エステルは答えた。「もしも王様がよろしければ、明日も、スサにいるユダヤ人に、今日の法

令どおりにすることをお許しください。そして、ハマンの息子十人を柱にかけてください。」

14 そこで王は、そのように実施するように命じた。法令がスサで布告され、ハマンの息子十人は

柱にかけられた。

15 スサにいるユダヤ人はアダルの月の十四日にも集まって、スサで三百人を殺した。しかし、略

奪品には手を出さなかった。

16 王の諸州にいる残りのユダヤ人たちも団結して、自分たちのいのちを守り、敵からの安息を得

た。すなわち、自分たちを憎む者七万五千人を殺した。しかし、略奪品には手を出さなかっ

た。

17 これはアダルの月の十三日のことであり、その十四日に彼らは休んで、その日を祝宴と喜びの

日とした。

18 しかし、スサにいるユダヤ人たちは、その月の十三日にも十四日にも集まり、十五日には休ん

で、その日を祝宴と喜びの日とした。

19 それで、城壁のない村に住む田舎のユダヤ人は、アダルの月の十四日を喜びと祝宴の祝日と

し、互いにごちそうを贈り交わす日としている。

20 モルデカイはこれらのことを書いて、クセルクセス王のすべての州の、近い所や遠い所にい

る、すべてのユダヤ人に書簡を送った。

21 それは、ユダヤ人が毎年アダルの月の十四日と十五日を、

22 自分たちの敵からの安息を得た日、悲しみが喜びに、喪が祝いの日に変わった月として、祝宴

と喜びの日、互いにごちそうを贈り交わし、貧しい人々に贈り物をする日と定めるためであっ

た。

23 ユダヤ人は、すでに守り始めていたことであるが、モルデカイが彼らに書き送ったことを受け

入れた。



24 実に、アガグ人ハメダタの子で、ユダヤ人すべてを迫害する者ハマンは、ユダヤ人を滅ぼそう

と企んで、プル、すなわちくじによって決め、彼らをかき乱して滅ぼそうとしたが、

25 そのことが王の耳に入ったときに、王は書簡で命じ、ハマンがユダヤ人に対して企んだ悪い計

略をハマンの頭上に返し、彼とその子らを柱にかけたのであった。

26 こういうわけで、ユダヤ人はプルの名にちなんで、これらの日をプリムと呼んだ。こうして、

この書簡のすべてのことばにより、また、このことについて彼らが見たこと、また彼らに起こ

ったことにより、

27 ユダヤ人は、自分たちとその子孫、および自分たちにつく者たちが、その文書のとおりに毎年

定まった時期にこの両日を守り行い、これを廃止してはならないと定めた。

28 また、この両日は代々にわたり、すべての家族、諸州、町々において記念され、祝われなけれ

ばならないとし、これらのプリムの日がユダヤ人の間で廃止されることがなく、この記憶が自

分たちの子孫の中で途絶えてしまわないようにした。

29 アビハイルの娘である王妃エステルと、ユダヤ人モルデカイは、プリムについてのこの第二の

書簡を全権をもって書き記し、確かなものとした。

30 この書簡は、平和と誠実のことばをもって、クセルクセスの王国の百二十七州にいるすべての

ユダヤ人に送られ、

31 ユダヤ人モルデカイと王妃エステルがユダヤ人に命じたとおり、また、ユダヤ人が自分たちと

その子孫のために、断食と哀悼に関して定めたとおり、このプリムの両日を定まった時期に守

るようにした。

32 エステルの命令はこのプリムに関する事柄を義務づけ、書物に記された。

第10章

1 クセルクセス王は本土と海の島々に苦役を課した。

2 彼の権威と勇気によるすべての功績、王に重んじられたモルデカイの偉大さについての詳細、

それは『メディアとペルシアの王の歴代誌』に確かに記されている。

3 実に、ユダヤ人モルデカイはクセルクセス王の次の位にあって、ユダヤ人にとっては大いなる

者であり、多くの同胞たちに敬愛された。彼は自分の民の幸福を求め、自分の全民族に平和を

語る者であった。


